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はじめに

　平成23年は、年明けの「豪雪」に始まり、３月の「東日本大震災」と

その翌日に発生した「長野県北部地震」、そして７月の「新潟・福島豪

雨」と災害多発の年となりました。

　特に、７月の豪雨災害は、一級河川五十嵐川や破間川など６河川９箇

所が破堤したほか、人々の生活を支える道路をはじめとした多くの公共

土木施設も甚大な被害を受けました。

　さらに、４人の尊い命が奪われ、住家被害は全半壊849※棟、床上･床下

浸水8,669※棟など、県内の広い範囲で甚大な被害となりました。

　土木部では被災直後から、公共土木施設の「早期復旧」を目指し、被

災された方々の思いを大切にしながら、県民の皆様が一日も早くこれま

での生活を取り戻し、安全・安心な生活を送ることができるように応急

対策と復旧に取り組んでまいりました。

　これまでも県は、災害を未然に防ぐ河川・砂防などの事業や、雪や災

害に強い道路ネットワークの確保などに取り組んできました。今後も、

今回の水害で甚大な被害となりました阿賀野川などで改良復旧事業等を

進めるなど、「県民のくらしと命を守る災害に強いふるさとづくり」を

推進してまいります。

　最後に、今回の水害で被災された方へお見舞いを申し上げると共に、

県民の安全・安心の確保に対する使命感に燃え、復旧・復興にご尽力さ

れた関係者の皆様に、この場をお借りして感謝を申し上げ、発刊の言葉

といたします。 

※平成23年12月28日現在

　　平成24年３月

新潟県土木部長　田　宮　強　志　
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３．被災状況
【人的・建物被害の状況】

非住家被害（棟）
死者 行方

不明者 重傷者 軽傷者 全壊 半壊 一部
損壊

床上
浸水

床下
浸水

公共施設
＋その他

人的被害（人） 住家被害（棟）

【公共土木施設の被害箇所と被害額】

不明者 損壊 浸水 浸水 ＋その他
平成１６年７月
豪雨（A)※１ 15 0 2 80 71 5,657 82 1,882 6,197 7,189

平成２３年７月
豪雨（B）※２ 4 1 2 11 41 808 31 1,101 7,568 5,703

B-A ▲ 11 1 0 ▲ 69 ▲ 30 ▲ 4,849 ▲ 51 ▲ 781 1,371 ▲ 1,486
※１：平成１７年３月２３日（最終報）
※２：平成２３年１２月２８日現在（第３２報）

河川の破堤箇所数
道路の通行止め箇所数
被害箇所数(箇所） 県工事 市町村工事 計 県工事 市町村工事 計
公共土木施設計 1,855 838 2,693 1,191 793 1,984
河川

平成23年7月新潟・福島豪雨水害※１ 平成16年7月新潟・福島豪雨水害※２

6河川　9箇所
385箇所

6河川　11箇所
117箇所

【公共土木施設の被害箇所と被害額】

河川 1,243 224 1,467 913 100 1,013
道路 511 579 1,090 258 662 920
橋梁 10 10 20 2 16 18
砂防設備 90 0 90 18 0 18
下水道 0 8 8 0 5 5
公園 1 17 18 0 10 10

被害額（百万円） 県工事 市町村工事 計 県工事 市町村工事 計
公共土木施設計 42,316 6,713 49,029 50,656 6,340 56,996公共土木施設計 , , , , , ,
河川 33,186 1,951 35,137 45,940 902 46,842
道路 7,217 4,036 11,253 4,124 4,401 8,525
橋梁 281 430 711 163 440 603
砂防設備 1,625 0 1,625 429 0 429
下水道 0 68 68 0 538 538
公園 6 228 234 0 59 59

土砂災害による被害状況 土石流等 地すべり がけ崩れ 土石流等 地すべり がけ崩れ
発生件数 109 35 83 12 83 246
人的被害計(人） 0 0 0 0 1 2
死者 0 0 0 0 1 1
行方不明者 0 0 0 0 0 0
負傷者 0 0 0 0 0 1

家屋被害計（戸）※３ 11 3 23 19 11 39
全壊 3 1 5 9 2 1
半壊 0 0 0 5 3 1半壊 0 0 0 5 3 1
一部損傷 8 2 18 5 6 37

土砂災害事業※４ 箇所数 箇所数
土砂災害事業計 37 34
砂防 22 11
地すべり 6 16
急傾斜地 9 7

南四日町住 床上浸水 被害額

金額

2,793
2,628
535

金額

3,303
1,319
1,581

6,203 5,956

県営住宅 南四日町住
宅（三条市）

床上浸水
22戸

被害額
41百万円

※１　決定額ベース〈１４次査定まで（～12/22）〉
※２　決定額ベース〈１１次査定まで（～12/24）〉
※３　家屋損壊数は人家のみ掲載（倉庫、車庫等は含まない）
※４　災害関連緊急事業対応分

被害無し
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【浸水家屋数】

氾濫による浸水家屋数
（現時点の速報値）

牧川
約50棟

（ｳﾁ床上２棟）

柿川

五十嵐川・鹿熊川
約490棟

（ｳﾁ床上366棟）

約340棟
（ｳﾁ床上75棟）

阿賀野川
約 棟

破間川
約30棟

（ｳﾁ床上9棟）
田川・晒川
約120棟

（ｳﾁ床上18棟）

塩谷川

約480棟
（ｳﾁ床上263棟）

塩谷川
約310棟

（ｳﾁ床上210棟）
十二沢川
約450棟

（ｳﾁ床上295棟）
レベル４超過河川＊
高速道路

＊：氾濫危険水位（洪水により相当な家屋＊：氾濫危険水位（洪水により相当な家屋
浸水等の被害を生ずる氾濫の起こる恐れ
がある水位）超過のこと。
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五十嵐川

浸水状況
撮影地 三条市上空撮影地 三条市上空

清流大橋付近を望む

【写真左】
五十嵐川の状況
撮影地 三条市高岡地内

【写真右】【写真右】
五十嵐川の状況
撮影地 三条市高岡地内
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「平成２３年７月新潟・福島豪雨対策検討委員会」により 平成１６年水害の災害復旧事業

検討委員会

を行った五十嵐川及び刈谷田川について、平成２３年７月新潟・福島豪雨における事業効
果の検証を行うとともに、洪水の検証及び被害分析を行い、上流部、支川（※）の災害復旧
方針を策定する。
さらに、今回豪雨を教訓とする今後の治水対策のあり方について提言する。
※ 五十嵐川及び支川鹿熊川、刈谷田川支川塩谷川を対象とする。

委員による現場調査（９月８日）委員による現場調査（９月８日）第一回検討委員（９月８日）

○検討委員会委員
氏名 所属 職名

玉井　信行 金沢学院大学大学院経営情報学研究科 教授
大塚　悟 長岡技術科学大学工学部環境・建設系 教授
陸　　旻皎 長岡技術科学大学工学部環境・建設系 教授
安田　浩保 新潟大学災害・復興科学研究所 准教授
佐々木　哲也 独立行政法人土木研究所

　 地質・地盤研究グループ土質・振動チーム 上席研究員
国土交通省国土技術政策総合研究所

○委員会での協議内容

服部　敦 国土交通省国土技術政策総合研究所
　 河川研究部河川研究室 室長

（順不同）

開催日 主な協議内容
第一回 ・委員会設立の趣旨

9月8日 ・平成２３年７月豪雨災害の概要
・平成１６年７．１３水害対策の効果
・現地調査

第二回 ・洪水の検証及び被害実態の把握・分析
10月6日 ・平成１６年７月豪雨対策の効果分析

・復旧の条件検討、整理及び方針（案）
　→中間取りまとめ

第３回 ・今回水害における課題の検討
11月4日 （被災メカニズム、ソフト対策）

第４回 ・今回水害における課題の検討第 回 今回水害における課題の検討
12月8日 （超過洪水対策、内水氾濫）

・提言骨子案
第５回 ・平成２３年７月新潟・福島豪雨を教訓とする今後の治水対策のあり方について
12月27日 　→提言案

2月9日 提言
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【写真下】
県道西川口和南津線応急工事の状況
撮影地 長岡市西川口地内

規制解除（８／４）

【写真下】
県道小出奥只見線
奥只見シルバーライン応急工事の状況
撮影地 魚沼市下折立地内

規制解除（８／１）

− 42 −



− 43 −



− 44 −



− 45 −



【写真下】
県道松代高柳線応急工事の状況
撮影地 柏崎市高柳町門出地内

規制解除（８／３）

【写真下】
国道３５２号応急工事の状況
撮影地 柏崎市高柳町岡田地内

規制解除（８／５）
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９．改良復旧事業

【関連】鹿熊川(三条市) 【助成】牧川（五泉市）

新潟【助成】塩谷川（長岡市）

【助成】阿賀野川（阿賀町）
【復緊】阿賀野川（阿賀町、五泉市）

【助成】五十嵐川
・鹿熊川（三条市)

新潟
◎

長岡
○

【関連】破間川（魚沼市）

【助成】塩谷川（長岡市）

【関連】十日町川西線（十日町市）

改良復旧事業

○

○ 上越

【助成】羽根川（十日町市）
【助成】田川・晒川（十日町市）

注）
助成 ： 河川災害復旧助成事業
関連 ： 河川災害関連事業
復緊 ： 河川災害復旧等関連緊急事業【関連】伊田川（南魚沼市） 復緊 ： 河川災害復旧等関連緊急事業
関連 ： 砂防災害関連事業
関連 ： 道路災害関連事業

【関連】伊田川（南魚沼市）

【河川災害復旧助成事業】
河川名 市町村名 概要
阿賀野川 阿賀町 L=約4.5km　築堤（H23.12.9採択）
牧川 五泉市 L 約2 7k 河道掘削 築堤(H24 1 18採択)牧川 五泉市 L=約2.7km　河道掘削、築堤(H24.1.18採択)
五十嵐川・鹿熊川 三条市 L=約32km　河道掘削、引堤、遊水地等
塩谷川 長岡市 L=約11km　引堤、河道掘削（H24.2.1採択）
田川・晒川 十日町市 L=約1.3km　河道掘削（H24.1.18採択）
羽根川 十日町市 L=約5.0km　河道掘削、築堤（H24.1.18採択）

【河川災害関連事業】
河川名 市町村名 概要
鹿熊川 三条市 L=約3 3km 堤防嵩上げ 落差工（H24 2 1採択）鹿熊川 三条市 L=約3.3km　堤防嵩上げ、落差工（H24.2.1採択）
破間川 魚沼市 L=約1.7km　引堤、河道掘削（H24.2.1採択）

【河川災害復旧等関連緊急事業】
河川名 市町村名 概要
阿賀野川 阿賀町、五泉市 L=約3.7km　築堤、河道掘削（H23.12.9採択）

【砂防災害関連事業】
河川名 市町村名 概要
伊田川 南魚沼市 L=約0 5km 流路整備（H23 12 1採択）伊田川 南魚沼市 L 約0.5km　流路整備（H23.12.1採択）

【道路災害関連事業】
路線名 市町村名 概要
十日町川西線 十日町市 L=約0.04km　道路横断水路の断面拡幅（H23.12.1採択）

※平成２４年３月７日現在
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１０．平成１６年７月新潟・福島豪雨以降のハード対策の効果
【五十嵐川】

◎笠堀、大谷の両ダムと河道改修の効果により一新橋地点で約2.5mの水
位低減効果があった

16

18

▽　EL.16.18m（ダム調節前）
約1 3mの低下（2ダム効果）

○一新橋地点の水位低減効果

位低減効果があった。
２ダムによる水位低減効果 約1.3m

河道改修による水位低減効果 約1.2m

4

6

8

10

12

14

標
高
（

EL
.m
）

一新橋地点横断図
（助成事業による改修前のもの）

▽　EL.14.90m（ダム調節後）
▽　EL.13.66m（助成事業改修後）

※今回豪雨通過流量（ダム後）の水位

約1.3mの低下（2ダム効果）

約2.5mの低下（2ダム+河道改修効果）

現況堤防高　EL.14.49m
（助成事業改修後） 現況堤防高　EL.14.49m

（助成事業改修後）

3,800
4,000 0

10

○五十嵐川（一新橋地点）ダム調節前後ハイドログラフ

※1 ダム調節前一新橋ピーク時の効果（7/29 15：00頃）
※2 河道のHQ式は助成事業実施前のものを用いた。
※3 助成事業実施後は改修断面のHQ式を用いた。

2,600
2,800

3,000
3,200
3,400
3,600

s）

20

30

40

50

60

70

【ダム調節後】
ピーク流量

概ね2,600m3/s

【ダム調節前】
ピーク流量

概ね2,800m3/s

ダム調節前
ダム調節後

1,400
1,600
1,800
2,000

2,200
2,400

一
新

橋
地

点
流
量

（
m3

/ 70

80

90

100

110

120

流
域
平

均
雨

量
（

mm
）

H.W.L.流下能力　1,800m3/s

700m3/sの低減
（笠堀 大谷ダム）

ダム調節後

ピーク時調節後
約2,100m3/s
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（笠堀・大谷ダム）

江口地点破堤
（30日AM5時頃）
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【刈谷田川】
◎刈谷田川ダムと遊水地の効果により見附地点で72cmの水位低減効果
があった。

刈谷田川ダムによる水位低減効果 25

24
25
26
27

▽ EL.24.01m（ダム調節前）
▽ EL.23.82m（ダム調節後）

19cmの低減

35cmの低減

○見附地点の水位低減効果

刈谷田川ダムによる水位低減効果 25cm

遊水地等助成事業改修による水位低減効果 47cm

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

標
高
（

EL
.m

）

見附地点横断図
（助成事業による改修後断面）

▽ EL.23.47m（助成事業改修後）
※今回豪雨通過流量（ダム+遊水地後）の水位現況堤防高 EL.25.00m

（助成事業改修後）

現況堤防高 EL.25.00m
（助成事業改修後）

0

10

202,250

2,500
○刈谷田川（見附地点）ダムおよび遊水地調節前後ハイドログラフ

※1 遊水地調節後水位は見附地点実績流量からの換算値である。
※2 河道水位・流量はすべて助成後のHQ曲線式を用いた。

30

40
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701,500

1,750

2,000

m）/s
）

遊水地調節前
H.W.L.流量 1,750m3/s

【ダム調節前】
概ね1,850m3/s

100m3/sの低減
（刈谷田川ダム）

【遊水地調節後】

【ダム調節後】
概ね1,750m3/s
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【災害時の応援業務に関する協定】
○応援協定締結団体の拡充

1 社団法人　プレハブ建築協会 1 社団法人　プレハブ建築協会
2 社団法人　新潟県建設業協会 2 社団法人　新潟県建設業協会
3 社団法人　新潟県宅地建物取引業協会 3 社団法人　新潟県宅地建物取引業協会

4 社団法人　建設コンサルタンツ協会北陸支部
5 社団法人　新潟県測量設計業協会

社団法人 新潟県地質調査業協会

○平成１６年７月１３日時点締結団体 ○平成２３年７月１日現在締結団体

平成１６年７月時点 ３団体 → 平成２３年７月現在 ２９団体（ｳﾁ ＮＰＯ２団体）

6 社団法人　新潟県地質調査業協会
7 社団法人　プロストレスト・コンクリート

　　　　　　　建設業協会北陸支部
8 社団法人　日本下水道管路管理業協会

　　　　　　　中部支部新潟県部会
9 社団法人　斜面防災対策技術協会新潟県支部
10 社団法人　新潟県融雪技術協会
11 新潟県鋼構造協会
12 社団法人　新潟電設業協会
13 社団法人　新潟県空調衛生工事業協会
14 社団法人　新潟県公園緑地建設業協会
15 社団法人　全国特定法面保護協会

　　　　　　北陸地方支部
16 社団法人　全日本不動産協会新潟県本部
17 社団法人　新潟県建築組合連合会
18 財団法人　新潟県建設技術センター
19 社団法人　新潟県建築士会
20 社団法人　新潟県建築士事務所協会
21 社団法人　日本建築家協会

　　　　　　　関東甲信越支部新潟地域会
22 全国宅地様壁技術協会北陸支部
23 一般社団法人　新潟県下水道管路維持改築協会
24 新潟県電気工事工業組合
25 社団法人　新潟県設備設計事務所協会
26 新潟県建築設計協同組合
27 社団法人　日本道路建設業協会北陸支部
28 ＮＰＯ法人　にいがた地域創造センター国道２５３号応急工事の状況 29 ＮＰＯ法人　新潟県砂防ボランティア協会
※「ピンク」で着色は今回応援要請団体
※建設業協会については地域機関単位で応援要請

・応援協定により早期に啓開作
業にかかることができたことや、
中越大震災などを経験したことに

国道２５３号応急工事の状況
撮影地 南魚沼市余川地内
（平成２３年７月３１日撮影）

土砂崩れ等による通行止め箇所の解消率推移

90%
100%

H23 中越大震災などを経験したことに
より職員の災害対応能力が上
がっていることなどから土砂崩れ
等による通行止め解消のスピー
ドが平成１６年７月新潟・福島豪
雨時よりも大幅に向上している。

◎解消率 に要する 数
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%

解
消
率
(%)

H16

◎解消率５０％に要する日数
Ｈ１６ ８日（３０箇所解消）
Ｈ２３ ４日（１１５箇所解消）

0%
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

経過日数
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【災害発生当日の状況】
十日町地域整備部 治水課 主任 渡辺 仁

平成 年 月 夕方から降り始めた雨は次第に強くなり 時を過ぎた頃には れま平成23年7月29日、夕方から降り始めた雨は次第に強くなり、20時を過ぎた頃にはこれまで
経験したことのない猛烈な雨となっていました。私は十日町地域振興局地域整備部の執務室に
待機し、雨が弱まるのを待っていました。大きな雨音が響き、私は息苦しくなるような圧迫感を
感じました。そして20時50分、十日町地域振興局屋上の雨量計で、1時間雨量121mmを記録し
ました。

建物の外に出ると、道路には水が流れ、まるで川のようになっていました。私は庁舎のすぐ近
くを流れる川治川に向かい、河川の状況を確認しました。普段は幅・深さ約1ｍの融雪を目的と
した底水路に収まる程度の水しか流れていませんが、その時は川幅約15ｍ、深さ約3ｍの河道
いっぱいに水が流れており、橋の上まで水が上がった跡がありました。上流の山腹崩壊で流れ
込んだ大量の土砂を含んだ水が、轟音を響かせて、住宅のすぐ脇を滝のように流れ下りる光景
は非常に恐ろしいものでした。流木やゴミも上流から次々と流れてきており、川底を巨石が転が
るゴロンゴロンという音や、大きな衝撃音が時々響きました。十日町の市街地を流れる河川は、
この川治川のような急流河川ばかりであり、他の河川でも先ほどの雨でこれまで経験したことこの川治川のような急流河川ばかりであり、他の河川でも先ほどの雨でこれまで経験したこと
がないような洪水に見舞われているだろうと思いました。

私は急いで田川の応急工事の施工業者に電話し、現在の田川の状況を聞きました。田川は
市街地中心部を流れる河川で、前日夜までの雨で住宅地の前の護岸が欠壊し、すでに大きな
被害が発生していました。欠壊箇所の下流で改修工事を実施中であったので、工事の施工業
者に指示し、これ以上被害が拡大させないための応急工事を実施しましたが、121mmの記録
的豪雨で田川は大増水し 応急工事で設置した盛土は全て流され 住宅地の被害も拡大し続的豪雨で田川は大増水し、応急工事で設置した盛土は全て流され、住宅地の被害も拡大し続
けており、水防活動を行うにも水の勢いが強すぎて手が出せないとのことでした。住民はすでに
避難しており、今はただ雨が止み、水位が下がるのを待つしかありませんでした。

雨はその後も断続的に降り、30日の午前にようやくあがりました。過去に経験のないほどの
雨が降った結果、各地で斜面は崩れ、河川は氾濫し、住宅、農地、道路施設に大きな被害が発
生しました。中でも、田川とその支川晒川の氾濫による住宅被害は甚大でした。田川では、左
右岸に住宅が連担する約300 の区間において 両岸とも護岸がほぼ全て欠壊し 家屋の基右岸に住宅が連担する約300ｍの区間において、両岸とも護岸がほぼ全て欠壊し、家屋の基
礎の下まで浸食されていました。今年度に改修工事を行う予定であった区間で最も大きな被害
が発生しており、全壊した家屋もありました。改修が完了している区間ではほとんど被害が発生
していないことから、改修が間に合わなかったこと、そして被害を食い止めることができなかった
ことが非常に悔しく、これまで工事に協力してきてくれた住民の方に申し訳ないと思いました。

７月３０日朝の状況 住宅の被害状況
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被災した区間では、避難勧告も発令されたままで、住民は不便な生活を強いられ、この先の
大きな不安と、やり場のない怒りを抱えて苦しんでいました。私達は一刻も早く住民が安心して
通常の生活に戻れるよう、仮の護岸を築く応急工事に取り掛かりました。7月31日には国交省
の緊急災害対策派遣隊（TEC FORCE）の現地調査が入り 応急工事を行うにあた てはの緊急災害対策派遣隊（TEC－FORCE）の現地調査が入り、応急工事を行うにあたっては、
長期間防護効果を発揮する耐候性大型土のうを使用し、十分な安定性を有する構造として、住
民の不安を早急になくすようにとの指導がありました。検討の結果、耐候性大型土のうを2列並
びで3段積みにし、河床洗掘を防止するため前面には袋詰め玉石を設置するものとしました。問
題は、非常に多くの資材と土砂を使用するため、完成までに時間がかかりすぎるという点でした。
通常の方法では1ヶ月近くかかる可能性もありましたが、次の出水に間に合わせるためにも、避
難生活を続ける住民が早く自宅に戻れるようにするためにも、早期に完了させる必要があり、2
週間以内の完成を目標としました。施工業者は、自分達の地元をなんとしても守るのだという強
い気持ちで臨み、建設機械を集中投入し、連日夜遅くまで作業を続けました。

一方、他の河川でも数えきれない
ほどの被害が報告されてきており、そ
の応急対応と被害調査を行う人手が
圧倒的に不足しており、私もすでに手

耐候性大型土のう設置状況

圧倒的に不足しており、私もすでに手
一杯となっていました。その非常に苦
しい時に県庁や他の地域整備部から
の応援職員が被害調査を行ってくれ
たおかげで、私は田川の応急対応に
集中することができました。

工事は様々な問題にぶつかりなが 耐候性大型土のう設置状況

応急工事完了

工事は様々な問題にぶつかりなが
らも急ピッチで進められ、8月11日に
は沿川住宅の安全は確保されたこと
から、避難勧告は全て解除され、8月
13日には予定していた全ての区間の
応急工事が完了しました。完成した状
況を確認しながら現地を歩いていると
き 住民の方に“ご苦労様 ありがとき、住民の方に“ご苦労様、ありがと
う”と声をかけてもらいました。その一
言で私は体が軽くなり、これからの復
旧に向けて力が沸いてくるような気が
しました。
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おわりに

　平成23年１月13日に燕三条地場産業振興センターで、「信濃川下流河川災

害復旧関連緊急事業および五十嵐川災害復旧助成事業」の竣工式が盛大に執

り行われました。平成16年7.13水害対策に一区切りが付いたこの時、半年後

に新潟県を平成16年を上回る豪雨が襲うとは誰も思わなかったでしょう。

　新潟県土木職員の災害に対する心構えとして定められている、『土木部危

機管理の十六箇条』に、「不慣れなこと、予期せぬことがおきるのが災害と

認識すべし」とあるとおり、予期もしていなかった災害が起こりました。

　今回の水害では、未だかつて無いほどに県内の広い範囲が被害を受けたこ

ともあり、土木部では、災害発生当初から全県体制で被災地に応援職員を送

り込み災害復旧に取り組みました。

　猛暑の中での被災調査、応急復旧など大変厳しい中での対応となりました

が何とか乗り切り、本格的な復旧への道筋がなんとか見えてきました。これ

は、土木部だけでなく、建設業をはじめとして関係する方々全てが一丸と

なって対応していただいたおかげと感じております。

　我々は、今回の災害対応について、最前線で対応に当たった県の地域機関

職員へのアンケート、社団法人新潟県建設業協会をはじめとする関係団体の

皆さんと意見交換により課題の抽出を行いました。ここから抽出された課題

を整理し、災害対応力をさらに上げるべく検討し改善していきたいと考えて

おります。

　最後に、今回の水害による全ての災害復旧工事が無事に完成することを祈

るとともに、ご尽力いただいた関係者の皆様に心から感謝を申し上げます。

　　平成24年３月

新潟県土木部監理課企画調整室
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平成23年7月　新潟・福島豪雨の記録

新潟県土木部
編集発行

今後の調査等により掲載している数値が
変わることがあります。




